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琉球塵土壌の微量要素に関する研究

Ⅰ.SpurwaySoilTestXitによる予備試験

7.沖縄群島離島土壌

鎮 西 忠 茂*

TadashigeCHINZEI:StudiesonminorelementsofRytlkyuとlllSOils.

Ⅰ.PreliminarytestsbySpurwaySoilTestKit.

7. Soilsfrom severaldependentislilndsinOkinawa.

1 緒
二_.二
雇

沖縄群島は沖縄本島はじめ大小 38の島々からなっている｡前報迄に沖縄本島の採集土塊につき予

備試験の結果を報告 した(9)(3)｡本報では南大東島,久米島,伊江鳥,波令喜島,伊平屋島,波嘉敷島,

座間味村 (座間味島,阿嘉島,凝固間島),瀬鹿島,伊是名島及粟国島より採集 した土壌について新

報(1)同様 SpurwaySoilTestKit(4)を用いて予備試験を行なったので,その結果を報告する｡

2 供 託 土 壌

南大東島 20個所 51･点,久米島 13個所 46点,伊江島 4個所 12点,披名審島 7個所 18点,

伊平島4個所 11点,披嘉敷島4個所 10息 座間村 8個所 21点,瀬底島3個所 7点,伊是名島3個

所 11点,粟国島3個所 8点計 69個所より採集 した畑地土壌 (1個所の林地と1個所の草地を含む)

195点を風乾後 2mm の節を通過させたものを使用 した｡採取個所および試料の一覧表は第 1図及第

1表に示す如くである｡

3 実験方法,実験結果および考察

実験方法は前報で記述 したもの(1)と同株である｡実験結果を示すと第 2表の如くである｡

この裏からつぎの事が考えられる｡

pH--母岩により島によりまちまちであるが,南大東島は琉球石灰岩に由来する土壌であるに拘ら

ず大部分が酸性であるのは興味深い｡ これは南大東島が主として首肝単作で,甘庶柴をマルチしてい

るために溶脱が起こるのもその一因ではなかろうか｡同島では相当探い所まで酸性となっている所が

多い｡例えば北区の 444-447のサンプル採取地では 24吋 (約 60cm)ではじめて散アルカリとな

っていた｡
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Fig. 1. SketchmapofdependentislandsinOkinawashowingsampling

I.Minamidait｡Island(403-453) VI.ToknshikiIsland(745-754)

II.KumejimaIsland(477-522) VII.Zamami-son(755-775)

ⅠⅠⅠ.IyejimaIsland(61ト622) ⅤⅠⅠⅠ.SesokoIsland(776-782)
IV. TonakiIslancl(716-733) IX.IzenaIshnd(783-793)

V.IheyaIsland(734-744) Ⅹ.Agullilsland(794-801)

硝酸 イオ ン (NO3~)お よび ア ンモ ニ ウム イオ ン (NH4') 南大東島の幾つかの土壌および

その他 2.3の土壌を除いては可給態窒素の含有崖は極めて低い.

燐 酸 (P) 久米島の No508-510,波名品島の No720,721,伊平屋島の 734,738,渡嘉敷島の

748,749,座間味村の 756,757,759,769-771,772-773,漸底の 776,780-782など以外は概 し

て燐酸の倉見は極めて低い｡特に酸性土域においてそれが著 しい.上記サンプルの燐酸含量の高いの

は恐らく施肥に原関するものであろう｡南大1和島土塊の燐酸含量の低いのは意外である.土壌に燐酸

施用の必要なる事を物語るものである｡ また久米島 ,伊江島,粟同島土壌についても同様な事がいえ

よう｡

加 里 イオ ン (K')南大東島の No412,423-424,425,427,436-437,439,442,444-447,

450,451,久米島の No480,511,514-515,伊江島の No615,渡名喜島の No716,722,732,伊

平屋島の No73Ll,737,渡嘉敷島の No745,750,座間味村の No769,775,瀬底島の No777,
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①
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⑤
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○
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①
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778などは activetestsで 5ppm 以上の結果を示 した｡是等の土壌は Reservetestsの結果も概 して

高かった｡

カル シ ウム イオ ン(Ca'+.) 琉球石灰岩にllr釆する南大東島土壌の大部分が敵性で石灰含畳が少

なくパインアップルの如き酸性植物栽培可能となっているのは興味深い｡ その他の島々の琉球石灰岩

土壌はカルシウム合壁が高 くその栽培には不適である｡

マ グネ シ ウム イオ ン (Aqg+') 各島ともマグネシウム食塩は概 して高 く欠乏の変はないようにl

考えられる｡

鉄 イオ ン (FeH+) 各島とも pH の高い土壌では可溶性鉄含虫が低いのが普通のようである｡

Reservetestsにおいて陰性の結果を与えた土壌に久米島の No477,480-482,498-501,511-513,

伊江島の No618-619,渡名喜島の No718-723,725-726,729.-732,伊平屋島の No737-739,

742-744,748-749,座間味の No756-757,769-774,湖底島の No776, 伊是名島の No783,

784,791-793,などがあった｡南大東島の 427,428,は酸性であるにも拘らずその含盛が極めて低

い｡是等の土壌ではある作物については鉄不足の可能性があろう｡ 特に生育初期にそれが著 しいであ

ろう｡

マ ン ガ ン イオ ン (餌n++) ActivetestsにてL陰性の結果を与えたものが多い｡Reservetestsに

て陰性または Traceの結果を与えた土壌には南大東島の No404,406,409,414,418-419,443,

450,453, 久米島の No477-483,485,489,491,492,496-507,511-513;522,伊江島の No

618,619,渡名喜島の 718-722, 伊平屋島の No734-738,741-742, 渡嘉敷島の No746-754,

座間味烏の No756-762,764,765,767-774,伊是名 島の No786,790-793,粟国島の No800,

801,があるo是等のうち第一層が陰性または Traceの結果を示すものは, マンガン欠乏の可能性が

大であろう｡ マンガン含量の高い土地が南大東鳥土壌 (415,420,434,445)にあった｡何れも active

tests5ppm 以上である｡作物によっては有害作用をおよぼ しているのではないかと想像される｡

アJL,ミニ ウム イオ ン (Al+'+) 一般に食塩低 く,植生を害する程 Al+++含量の大なる土壌は

各島とも発見されなかった｡

硫 酸 イオ ン (SO4日) 各島すべての土塊について陰性であった｡但 しこれは前報でものべたよう

に必ず しもS欠乏の恐れのある事を示すものではない｡

塩 素 イオ ン (Cl-) 各島とも一般に含量低 く塩素の害の恐れのある土壌は見出されなかった｡

亜 硝 酸 イオ ン (NO2-) 植生を害する程合箆の高い土壌は見出されなかったO

摘 要

1) 沖縄の離島のうち南大東島,久米島,伊江島,波名乱亀,伊平屋島･,渡嘉敷島,座間味村 (座

間味島,慶留間島,阿嘉島),湖底島,伊是名島,粟国島より採取 した 69個所 195点の土塊 につい

て微量要素に関する研究の手掛 りを得るため,前報同様 SpurwaySoilTestKitを用いて予備試験を

行なった｡

2) マグネシウムイオン (Mg++)は各島とも一般に食塩高 くその欠乏の恐れはないようである0

3) 鉄イオン(Fe+++)は各島にその欠乏の可能性のある土壌が多いように思われた｡鉄イオン過剥

の恐れのある土壌はなかった｡

4) マンガンイオン(Mn++)は大体鉄と同様な傾向がある｡マンガン過剰の害の恐れがあると思わ

れる土壌が南大東島に 2-3あった｡

5) 硫酸イオン (SO4~~)含畳はすべての土壌について陰性であった｡

6)以上の要素以外のものについても試験を行なったがその結果は
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a) NOB-および NHtI+合主副よ一部の土壌を除いては一般に低かったo

b) 燐酸 (P)含量は施肥によるものであろうと思わjlるもの以外は一般に低く,Reservetestsに

て 1ppm 以下を示すもの多 く中には陰他の結果を与えるものもあった｡

C) 加盟 [オン (K+)倉見は各島を通 じて 2,3カ所において高い結果を与えたがその他では概 し

て低かった｡

d) カルシウムイオン (Ca++)含量については南大東鳥が琉球石石岩土壌であるにも拘らずその含

豊の低い事を指摘 した｡

e) Al+++,Cl-,NO2~はいずれも植生を害する程その含量の商いのはなかった0

7) ナ トリウムイオン (Naつ は試薬の都合で訳験を行なわなかった｡

8) 上記以外の要素は SpurwaySoilTestKitでは試験できないので行なっていない｡
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R壷Sum壷

1. Onehundreclanclsixtyninesamplesofsixtyninelocalitiestakenfrom Minamidaito,Kume,

Iye,Tonaki,Iheya,Tokashiki,Zamami,Aha,Geruma,Sesoko,IzenaandAguniIslands

weretcstedbySpurwaySoilTestKitforthesamepurposeasinthepreviousreports" (V

2.Magnesium wascontainedmoderatelyhighinallsamples,Sothereislittlepossibilityof

magnesium de丘ciency.

3.IntheSOlubleiron,ma･nysamplesgavelowtestresultswhich indicatethepossibilityof

ironde丘ciency.

4･Manysamplesgavelow testresultsinmanganesewhicllindicatemanganesede丘ciency.

Somesamplesfrom Minamidaito lsland werehigh in manganesecontentwhichmay

indicatemanganesetoxicityforcertaincrops.

5.Testforsulfateswerenegativeinallofthesoilsamples.ThisindicatesSÒ1--content
isbelowtoxiclevel.

6.Testsofotherthantheaboveelementswerealsomadeandtheresultsaresummerized

asfollows:

a) NO3~andNH4+ contentweregenerallylow inmostsoilsamples.

b) Phosphoruscontentinmostsampleswasverylowandmanyofthem gaveless血an

lppm bythereservetests.

C) Samplestakenfrom 23localitiesgavehightestresultsinpotassium.Mostofother

samplesgavegenerallylow testresultsinK+.

d) Ca++contentofmostsamplesfrom Minamidaitolsl壬Indwasrelativelylow inspiteof

thesesoilsarederivedfrom Ryukyulimestone.

e) Al++',Cl-andNor wereallbelowtoxiclevels.

7･ElementsotherthantheavovewerenottestedbecausetheSpurwaySoilTestKitdoes

l10thavesuchtestingmet110d.


